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容 

 

概  要 

 

航空機部品に使用される熱硬化性 CFRP のオートクレーブ成形時には、表

面仕上げなどの理由からカウルプレートと呼ばれる治工具（当て板）が使用さ

れており、離型性能が求められている。このため、カウルプレートの候補材料

として熱可塑性 CFRP 及び熱可塑性樹脂板を使用し、熱硬化性プリプレグを

オートクレーブ成形後、離型性能を評価した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の治工具は、オートクレーブ成形前に手作業で離型剤を毎回に塗布し、

乾燥作業が必要であるが、熱可塑性 CFRP 及び熱可塑性樹脂板は離型性が高

く、離型剤の塗布及び乾燥作業を必要としない。また、DLC 膜に比べ耐久性

が良く、製造コストが安価である。 

本技術の 

有用性 
離型剤塗布作業、乾燥作業が不要となる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

熱可塑性 CFRP  熱可塑性 CFRP  熱可塑性樹脂版  熱可塑性樹脂版 

PEEK       PA66      PEEK      PPS 

離型後の治工具ならびに成形品の表面はすべて滑らかであった。 

適用可能製品 熱硬化性 CFRP のオートクレーブ成形におけるカウルプレート 
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